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2003年度専修大学社会科学研究所 春期合宿研究会（三重県）概要 
 

村上 俊介 

 

目的：三重県における産業誘致政策および注目すべき地元産業の実態調査 

 

事前研究会 ３月５日（金）14：00～17：00 

テーマ（1）：三重県経済の現状 

  報告者：坂野達夫（三重県東京事務所長） 

テーマ（2）：三重県に於ける企業誘致戦略 

  報告者：大西毅尚（三重県農林水産商工部・企業立地推進チーム東京誘致グループ） 

 

合宿研究会 ３月 17（水）～19 日（金） 

参加者数：22 名 

行程：３月 17 日（水） 

13：00～15：00 ZTV（ケーブルテレビ、通信電話事業）訪問 

15：30～17：00 三重県農林水産商工部との意見交換（企業誘致について） 

 

３月 18 日（木） 

午前 シャープ亀山工場 2004 年 1 月より稼働の新工場 

   立地協定から工場完成・稼働までのプロセス、工場の概要（液晶テレビ）説明 

午後 モクモクファーム（場所＝伊賀、業態＝ハム製造、ギフト商品販売、農園） 

 

３月 19 日（金） 

午前 辻製油（場所＝中川、業態＝高純度粉末レシチンの製造） 

   工場見学とレシチンに関するレクチャー 

午後 ノリタケ伊勢電子大宮工場 

   （場所＝大宮町、業態＝発光蛍光表示管、カーボンナノチューブ製造） 

   その後、希望者のみ伊勢市「おかげ横町」見学 

 

 なお、三重県および津市には事前研究会と三重県での広範囲にわたる企業訪問に関して、多

大なるご協力をいただいた。各訪問先の詳細は以下の諸論稿にゆだねる。 
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ZTV で事業概況について説明を受ける 三重県農林水産商工部による企業誘致策の概要説明 

シャープ亀山新工場前にて モクモクファームでの懇談会 

辻製油にて業態について説明を受ける 辻製油工場見学 
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